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平成22年からすさみ町の活性化に貢献したいと活動を展開している摂南大生。
平成26年秋からは和歌山県「大学のふるさと活動」として、すさみ町と摂南大学が協定調印し、活
動を継続展開しています。７年目となる今年も、佐本地域での「なんでもやる隊」活動として高齢者
宅の訪問や地元の方々との交流を行います。また、耕作放棄地を有効活用するため、昨年から始動し
た「にんにくプロジェクト」では、作付け後の追肥作業を行います！
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「にんにくプロジェクト」

すさみを
元気に！

※西牟婁振興局同時提供

●２月10日（土）
「にんにくプロジェクト」にんにく作付け後の追肥作業

●２月 9日（金）～１１日（日）
「なんでもやる隊」佐本地域8地区の高齢者宅を訪問！

●2月１１日（日）
地元女性との交流活動、古座街道修復下見・準備

約90軒!
●滞在拠点：旧すさみ町立佐本小学校

（すさみ町佐本中86）

●参加者：学生５７人

すさみ町はレタス栽培発祥地です。しかし近年は高齢化によ
り耕作放棄地が増加しています。そこで佐本地区の住民の
方々と摂南大生が地域の新たな特産品にしようと、獣害に強
い「にんにく」を昨年５反から作付けし始め、2回目の今年
は７反作付けを行います。

今回の滞在予定

訪問前後に必ず
手書きのはがきを
住民に出して
交流を行います

学生が住民と心の通う交流を行いたいと、平成２４年
から毎年数回継続的に訪問しています。今回は寝屋川
市の農園で学生が収穫したもち米50㎏を持参し、昔な
がらに臼と杵で餅をつき、それを配付しながら独居老
人宅を訪問します。高齢者が困難な作業等にも協力し
ます。

「なんでもやる隊」高齢者宅訪問
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